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3.作業手引き案の検討 

本事業で開発されたアサリ等の生産性向上のための各技術は、漁業者へ普及し、広く活用される

事が望まれる。そのため、各実証実験成果より、普及資料である作業手引き（案）を作成する必要

がある。 

 そのため、作業手引き(案)では、各技術の開発された環境を示し、環境に適した技術が利用され

るように作成することが望まれる。各技術の作業手順は、最終年度までに漁業者の意見も踏まえて、

わかり易く作成することが望まれる。 

 ここでは、各技術が、どの様な環境で開発され、どの様な目的のために位置付けられているかを、

各技術の作業手順等の詳細情報に入る前に示す導入部について検討した。 

 以下に、検討した作業手引き案の導入部を示した。 
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